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(57)【要約】
【課題】良好な操作性と、充分な表示スペースを確保す
ることが可能な加熱調理器を得る。
【解決手段】調理容器が載置される天板２と、天板２の
下に配置された加熱部と、加熱部の火力制御を行う加熱
制御部８と、加熱制御に関する設定操作の入力を行う入
力部６と、入力操作や設定火力の状態を表示する表示部
５と、入力部６から入力された設定操作に基づいて、加
熱制御部８への制御指令と表示部５への表示指令とを行
う操作制御部９とを備え、入力部６は、天板２に形成さ
れた透過性を有する窓部と、該窓部の下に配置され、透
過性を有する複数の電極とからなるタッチスイッチを有
し、表示部５は、入力部６の下に配置され、窓部から視
認可能である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　調理容器が載置される天板と、
　前記天板の下に配置された加熱部と、
　前記加熱部の火力制御を行う加熱制御部と、
　加熱制御に関する設定操作の入力を行う入力部と、
　入力操作や設定火力の状態を表示する表示部と、
　前記入力部から入力された設定操作に基づいて、前記加熱制御部への制御指令と前記表
示部への表示指令とを行う操作制御部と
を備え、
　前記入力部は、
　前記天板に形成された透過性を有する窓部と、該窓部の下に配置され、透過性を有する
複数の電極とからなるタッチスイッチを有し、
　前記表示部は、
　前記入力部の下に配置され、前記窓部から視認可能であることを特徴とする加熱調理器
。
【請求項２】
　前記加熱部を複数備え、
　前記入力部及び前記表示部は、
　前記加熱部ごとにそれぞれ設けられ、対応する加熱部の手前側に各々配置されることを
特徴とする請求項１記載の加熱調理器。
【請求項３】
　前記操作制御部は、
　前記加熱部の停止状態と加熱待機状態とを切替える電源キーを前記表示部に表示させ、
　当該電源キー表示に対応する前記タッチスイッチが操作されたとき、
　前記表示部に所定の操作設定キーを表示させることを特徴とする請求項１又は２記載の
加熱調理器。
【請求項４】
　前記操作制御部は、
　前記電源キー表示に対応する前記タッチスイッチが、所定の時間以上操作されたとき、
　前記表示部に所定の操作設定キーを表示させることを特徴とする請求項３記載の加熱調
理器。
【請求項５】
　前記操作制御部は、
　火力調整設定、温度調整設定又はタイマー時間設定などの操作設定キーを前記表示部に
表示させ、
　当該操作設定キー表示に対応する前記タッチスイッチが操作されたとき、
　当該操作設定に基づき、前記加熱制御部への制御指令及び／又は前記表示部への表示指
令を行うことを特徴とする請求項１～４の何れかに記載の加熱調理器。
【請求項６】
　前記入力部は、
　前記複数の電極のうち、少なくとも一部の電極が左右方向に連続して配置されることを
特徴とする請求項１～５の何れかに記載の加熱調理器。
【請求項７】
　前記入力部は、
　前記タッチスイッチの静電容量の変化により入力操作を検知することを特徴とする請求
項１～６の何れかに記載の加熱調理器。
【請求項８】
　前記操作制御部は、
　設定値の入力に関する前記操作設定キーを左右方向に連続して表示させ、
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　当該操作設定キー表示に対応する前記タッチスイッチが操作されたとき、
　当該設定値に基づき、前記加熱制御部への制御指令及び／又は前記表示部への表示指令
を行うことを特徴とする請求項１～７の何れかに記載の加熱調理器。
【請求項９】
　前記設定値の入力に関する操作設定キーは、表示位置が右側に行くに従い、設定値が増
加することを特徴とする請求項８記載の加熱調理器。
【請求項１０】
　前記操作制御部は、
　前記複数の加熱部のうち、任意の加熱部に対応する前記入力部から加熱部の切替に関す
る設定操作が入力されたとき、
　当該加熱部に対する前記加熱制御部への制御指令と前記表示部への表示指令とを、
　当該加熱部以外の前記加熱部に対する前記加熱制御部への制御指令と前記表示部への表
示指令とに置き換える
ことを特徴とする請求項２～９の何れかに記載の加熱調理器。
【請求項１１】
　調理容器が載置される天板と、
　前記天板の下に配置された加熱部と、
　前記加熱部の火力制御を行う加熱制御部と、
　前記天板に形成された透過性を有する窓部の下に配置され、複数のタッチスイッチを有
する入力部と、
　入力操作や設定火力の状態を表示し、前記窓部から視認可能である表示部と、
　前記入力部から入力された設定操作に基づいて、前記加熱制御部への制御指令と前記表
示部への表示指令とを行う操作制御部と
　前記タッチスイッチとそれ以外の部分とを区分するガイド部材と
を備えたことを特徴とする加熱調理器。
【請求項１２】
　前記ガイド部材は、
　複数の前記タッチスイッチのうち、１又は複数のタッチスイッチと、他のタッチスイッ
チとを区分することを特徴とする請求項１１記載の加熱調理器。
【請求項１３】
　前記ガイド部材は、
　連続して配置された前記タッチスイッチの略中央部に突起を設けたことを特徴とする請
求項１１又は１２記載の加熱調理器。
【請求項１４】
　前記ガイド部材は、分割可能に構成されたことを特徴とする請求項１１～１３の何れか
に記載の加熱調理器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、設定操作の入力を行う入力部と、入力操作の状態を表示する表示部とを有
する加熱調理器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の加熱調理器は、例えば「調理容器が載置される耐熱性且つ絶縁性の材料からなる
トッププレートと、このトッププレートの下方に配置され前記調理容器を加熱する複数の
加熱手段と、加熱調理に関する入力操作を行うための複数の操作手段と、これらの操作手
段への各々の入力操作に応じて各操作手段に対応した加熱手段を各々制御する制御手段と
を具備し、前記複数の加熱手段は、少なくとも１つの誘導加熱手段を含んで構成されてい
ると共に、前記誘導加熱手段は使用者が調理を行う手前側に配置され、前記操作手段は、
前記トッププレートの面内に対応する部位で且つ前記誘導加熱手段の手前側に配置されて
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いると共に、前記トッププレートの表面側から前記入力操作が可能に構成されている」も
のが開示されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－２１４６７７号公報（請求項１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら従来の加熱調理器は、使用者が火力制御や設定変更のための操作を行う操
作手段とその表示部とを天板の手前部分に左右方向一列に並ぶようにして設けており、更
に複数の加熱口に対応するように操作手段と点灯表示部とをその加熱口数の数だけ設けて
いるため、加熱口一口に割り当てられる操作手段と点灯表示部のスペースは限られたもの
になり、点灯表示に割くスペースを優先すれば操作手段、例えば火力指定のためのキー配
置部分のスペースがなくなり、火力指定のためのキー数を減らさざるを得ず、直接火力を
設定するのではなく、例えば火力アップ／ダウンキーのようなキー数を減らした操作手段
になってしまい、火力を上げ下げするには、アップキー若しくはダウンキーを複数回入力
で対応しなければならなくなることや、他にキー数削減のためにタイマー時間設定などの
キーと火力設定のキーを兼用したりする必要があり、操作性を悪くするという課題があっ
た。
【０００５】
　一方、操作手段に割くスペースを優先すれば、必然的に点灯表示部に割り当てられるス
ペースは限られてしまい、操作手段による入力情報や設定内容を充分に表示することがで
きず、使用者にとって判り難い表示になりやすく、使い勝手の悪いものになるという課題
を有し、良好な操作性と充実した表示内容を表示可能な表示部を実現することが難しいと
いう課題があった。
【０００６】
　この発明は上記のような課題を解決するためになされたもので、良好な操作性と、充分
な表示スペースとを確保することが可能な加熱調理器を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明に係る加熱調理器は、調理容器が載置される天板と、前記天板の下に配置され
た加熱部と、前記加熱部の火力制御を行う加熱制御部と、加熱制御に関する設定操作の入
力を行う入力部と、入力操作や設定火力の状態を表示する表示部と、前記入力部から入力
された設定操作に基づいて、前記加熱制御部への制御指令と前記表示部への表示指令とを
行う操作制御部とを備え、前記入力部は、前記天板に形成された透過性を有する窓部と、
該窓部の下に配置され、透過性を有する複数の電極とからなるタッチスイッチを有し、前
記表示部は、前記入力部の下に配置され、前記窓部から視認可能である。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明においては、入力部は透過性を有する窓部と透過性を有する複数の電極とから
なるタッチスイッチを有し、表示部は入力部の下に配置され、窓部から視認可能であるの
で、良好な操作性と、充分な表示スペースを確保することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
実施の形態１．
　図１はこの発明の実施の形態１に係る加熱口を３口有する誘導加熱調理器の天板部分を
示す図、図２はこの発明の実施の形態１に係る誘導加熱調理器の内部構造を示した断面図
、図３はこの発明の実施の形態１に係る誘導加熱調理器の天板部分のうち一部を拡大した
図である。図１及び図２において、本実施の形態１に係る加熱調理器は、誘導加熱調理器
本体１の上面に耐熱性のガラスと金属の枠体で構成する天板２が取り付けられるように構
成されている。天板２の表面には、誘導加熱調理器本体１内の加熱コイル３が配設される
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位置に加熱箇所を示す目的で円形の表示（以下、加熱口４ａ～４ｃと称す）が裏面から印
刷されている。天板２の耐熱性ガラスは透明な素材であるが、加熱口以外の部分について
も誘導加熱調理器本体１内部が露見しないよう或いは外観の質感向上のためこの天板２は
裏面より印刷若しくは塗装されている。加熱口４ａ～４ｃについては、本実施の形態１で
は加熱口４ａ及び４ｂは比較的加熱出力を大きく設定した加熱口であり、加熱口４ｃは前
述の２つの加熱口に対して比較的加熱出力を小さく設定した加熱口である。また、誘導加
熱調理器本体１の手前側には、入力操作や設定火力の状態を表示する表示部５（５ａ～５
ｃ）と、加熱制御に関する設定操作の入力を行う入力部６（６ａ～６ｃ）とが各加熱口４
ごとにそれぞれ設けられている。そして、表示部５に表示される表示内容が天板２の表面
より視認可能なように、表示部５と略同じ範囲は天板２の印刷若しくは塗装が成されない
構成で透明性を有する窓部７（７ａ～７ｂ）が設けられる構造になっている。
【００１０】
　また、図２に示すように、誘導加熱調理器本体１の天板２の下部には、加熱部である加
熱コイル３が配置され、加熱コイル３へ高周波電流を流し火力制御を行う加熱制御部８、
入力部６から入力された設定操作に基づいて、加熱制御部８へ制御指令を行うとともに、
制御内容に基づく各種表示指令を表示部５に行うための操作制御部９が配置される構成と
なっている。
【００１１】
　また、図３に示すように、表示部５と入力部６と天板２の窓部７との位置関係は、天板
の窓部７の裏面に、透明性の導電性フィルムなどの電極で構成した入力部６を配置し、そ
の下に液晶パネルなどで構成する表示部５を配している。そして、入力部６は、透明性の
電極と透明性を有する窓部７とからなるタッチスイッチを有し、使用者の指などが、電極
の配置位置に対応する窓部７の上面に接触する際におけるタッチスイッチの静電容量の変
化により入力操作を検知する。また図示していないが、誘導加熱調理器本体１の下部には
、通常魚焼きなどに使用されるロースター（図示せず）を内蔵する構成となっている。
【００１２】
　尚、本実施の形態１では、加熱部としての加熱コイル３に高周波電流を流して誘導加熱
を行う誘導加熱調理器について説明するが、本発明はこれに限らず、例えば電気抵抗体等
の加熱体により天板２上に載置された調理容器を加熱するようにしても良い。
【００１３】
　図４はこの発明の実施の形態１に係る誘導加熱調理器の天板２のうち加熱口４ａに対応
する表示部５ａと入力部６ａを拡大して示した図である。図４に示すように、天板２は、
裏面に配置された透明性の電極で構成した入力部６ａの下に配置された表示部５ａが上部
から視認可能なように、表示部５の表示部分と略同じ大きさで天板２の印刷若しくは塗装
がされない透過性を有する窓部７ａを有する状態を示している。
【００１４】
　また、入力部６は、図１及び図４に示すように、両端に１づつ透明性の電極を配置し、
その間に左右方向に連続して８つの電極を並べた構成になっており、この合計１０個の電
極からなるタッチスイッチの構成を１つの組として、左右の加熱口４ａ及び４ｂの入力部
６ａ、６ｂとして配置している。また中央の加熱口４ｃに対応する入力部６ｃおいては、
両端の透明電極の間に並べる透明電極の数を５つで計７個のタッチスイッチを配置してい
る。
【００１５】
　次に動作について図５を用いて説明する。
　図５はこの発明の実施の形態１に係る誘導加熱調理器の動作を説明する図である。図５
においては、入力部６ａのタッチスイッチを破線で示している。
　図５（Ａ）の状態は、誘導加熱調理器本体１の電源が投入されておらず、動作していな
いときの状態を示すものであり、表示部５ａには何の表示もされていない状態である。
【００１６】
　次に図５（Ｂ）の状態は、誘導加熱調理器本体１の電源が投入されている状態を示すも
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のである。この状態では、表示部５ａには入力部６ａのタッチスイッチのうち、左端のキ
ーのみが有効となり、その部分に相当する表示部５ａには、加熱口４ａの停止状態と加熱
待機状態（スタンバイ）とを切替えて、動作を可能にするという意味を持たせた電源スイ
ッチキーが表示されている。続いて、使用者が表示部５ａに表示された電源スイッチキー
に触れる動作を行うことで、操作制御部９は、当該タッチスイッチの静電容量の変化を検
知し、加熱口４ａの動作可能になったことを示すため、図５（ｃ）のように表示部５ａの
表示内容を変化させる。また加熱口４ａの動作を可能にするには、電源スイッチキーに触
れている時間がある所定時間以上（例えば２秒）であると操作制御部９が判断した場合に
のみ、表示部５ａの表示内容を、火力調整設定、温度調整設定又はタイマー時間設定など
の操作設定キーの表示に変化させる動作となる。次に、火力調整の操作設定を行う場合に
ついて説明する。
【００１７】
　図５（ｃ）は加熱口４ａの動作が可能になった状態（スタンバイ）を示す例である。図
５（ｃ）の状態は、表示部５ａの左端に加熱停止を示す『停止』、表示部５ａ中央部には
火力の強弱設定を示す設定値が、表示位置が右側に行くに従い増加するように火力１から
８まで表示されており、右端には火力設定以外に使用できるメニューを呼び出すための『
メニュー』キーが表示されている。これらの表示は、入力部６ａの透明性の電極に相当す
る位置に表示するようにしているため、使用者が表示部５ａに表示された位置に相当する
タッチスイッチに触れることで、操作制御部９は当該タッチスイッチの静電容量の変化を
検知し、指定された内容に基づき制御を行うものである。
【００１８】
　ここで、使用者が加熱口４ａの上に載置した調理鍋などを加熱する目的で、火力設定の
ために、火力『１』に触れた状態のまま、右方向へ火力『２』、『３』、『４』となぞる
ようにスライドさせ、例えば火力『４』の位置までスライドさせた場合は、操作制御部９
は火力『１』の位置に相当する入力部６ａのタッチスイッチの静電容量変化を検知した後
、スライド操作に応じて、火力『２』、『３』、『４』と順に相当する位置のタッチスイ
ッチの静電容量が変化したことを操作制御部９で検知し、表示部５ａの火力表示内容を例
えば、図５（Ｃ１）に示すように火力『１』～『４』までの表示色を変化させる。同時に
加熱制御部８へ火力『４』に相当する高周波電流を加熱コイル３に流させる制御指令を行
い、誘導加熱により調理鍋などを加熱する動作を行う。
　さらに、投入火力を小さくするには、火力『４』に触れた状態で火力『１』まで左にス
ライド操作することに、同様にタッチスイッチの静電容量が変化したことを操作制御部９
で検知し、表示部５ａの表示内容を変化させるとともに、加熱制御部８へ火力『１』に相
当する高周波電流を加熱コイル３に流させる制御指令を行い、誘導加熱により調理鍋を加
熱する動作を行う。
【００１９】
　また、別の火力設定の方法として、表示部５ａに表示された火力『４』を直接指定し触
れると、操作制御部９は入力部６ａの火力『４』の位置に相当するタッチスイッチの静電
容量の変化を検知し、加熱制御部８へ火力『４』に相当する高周波電流を加熱コイル３に
流させる制御指令を行い、誘導加熱により調理鍋を加熱する動作を行う。このときも前述
同様、表示部５ａの火力表示内容を例えば、図５（Ｃ１）に示すように火力『１』～『４
』までの表示色を変化させる。
【００２０】
　次に火力投入を停止させる場合の動作について説明する。加熱動作を停止させるには、
図５（Ｃ１）の表示状態において、左端に表示されている『停止』の表示に触れることで
、操作制御部９は『停止』に相当する位置の入力部６ａのタッチスイッチの静電容量変化
を検知し、加熱制御部８へ動作を停止させる制御指令を行い加熱を停止させ、表示部５ａ
の表示内容も加熱動作開始前の図５（Ｃ）の状態に表示を変化させる。または、火力投入
停止したことから図５（Ｂ）の状態に表示を変化させてもよい。
　この加熱を停止させる操作については、調理物の吹き零れなど瞬時に反応することが必
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要であるため、この『停止』に相当する位置のタッチスイッチに触れたら、即ち、操作制
御部９で静電容量の変化を検知したら直ぐ加熱制御部８の動作を停止させるように制御す
る。
【００２１】
　つづいて、火力設定以外の設定を行う場合の操作について説明する。
　火力設定『４』の状態で調理鍋などを加熱中の図５（Ｃ１）の状態において、右端に表
示設定されている『メニュー』表示を触れることで、操作制御部９は『メニュー』に相当
する位置の入力部６ａのタッチスイッチの静電容量変化を検知し、図５（Ｄ）に示すよう
な火力調整以外の他設定を可能にする表示状態に表示部５ａの表示を切り替える。図５（
Ｄ）の状態では、この誘導加熱調理器本体１で使用可能な機能メニュー内容を表示してい
る。例えば『揚げ物』、『切タイマー』、などの設定が可能で、揚げ物では使用する油の
加熱温度を設定したり、切タイマーでは何分後に加熱動作を停止するかの時間設定が可能
なものである。
【００２２】
　ここでは、図５（Ｄ）の状態において、『切タイマー』機能を選択する場合の動作につ
いて説明する。使用者が『切タイマー』の表示に触れることで、操作制御部９は相当する
位置の入力部６ａのタッチスイッチの静電容量変化を検出し、切タイマー機能が選択され
たことを認識し、図５（Ｄ１）に示すように切タイマー表示を変化させる。続いて使用者
が、右端に設定されている『設定』の表示に触れることで、操作制御部９は相当する位置
の入力部６ａのタッチスイッチの静電容量変化を検出し、図５（Ｅ）に示すような切タイ
マーの時間を設定する表示へと切り替える。
【００２３】
　図５（Ｅ）の状態で使用者が、切タイマー時間を２０分と設定するために左端の設定時
間『３』から右に向かって『５』『１０』『２０』と順に２０分の位置までスライド操作
することにより、操作制御部９は『３』の位置に相当する入力部６ａのタッチスイッチの
静電容量変化を検知した後、スライド操作に応じて、『５』『１０』『２０』と順に相当
する位置のタッチスイッチの静電容量が変化したことを操作制御部９で検知し、表示部５
ａの表示内容を例えば、図５（Ｅ１）に示すように切タイマー２０分を示すように表示色
を変化させる。同時に操作制御部９は２０分の時間の計時を開始し、２０分の計時が完了
すると、加熱制御部８に対して加熱を停止するように制御指令を出し、加熱を停止させる
。尚、時間の計時中は残り時間を表示させるとともに前述の表示色を変化させた範囲を残
り時間に応じて、減じていく表示方法でも良い。また、時間の設定は、スライドによる操
作でなくとも直接に設定時間『２０』の位置を触れる動作でも良い。
【００２４】
　以上のように本実施の形態１では、天板２に透明性を有する窓部７を設け、この窓部７
の天板２裏面に設けた透明性を有する電極で構成するタッチスイッチを有する入力部６と
、この入力部６の下に液晶パネルで構成する表示部５を窓部７から視認可能に配置し、誘
導加熱調理器の動作状態に応じて表示部５の表示内容を変化させ、操作に必要な入力操作
キーを表示部に表示させ、その表示に対応するタッチスイッチによって入力操作を検知す
るようにしているので、誘導加熱調理器の動作状態に応じて適切な表示を行うことが可能
となり、使用者にとって、充分な表示内容と操作に必要な操作キーのみを提供することが
出来、不要な表示や、操作キーを配置することがないため、充分な表示スペースとその表
示内容とを確保するとともに、必要な操作キーを備えることができる良好な操作性を有す
る誘導加熱調理器の提供が可能になる。
【００２５】
　また、加熱口４の動作を可能にするという意味を持たせた『電源スイッチ』キーや、加
熱動作を停止させる『停止』キーといった火力設定や時間設定などの設定キー以外の入力
部を、複数のタッチスイッチのうち、両端に配置するようにしたので、設定キー操作時の
誤操作を低減することができる。
【００２６】
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　さらに、加熱口４を停止状態から加熱動作待機状態（スタンバイ）に切り替えたときに
、火力を設定する表示を行うようにしているので、停止状態とスタンバイ状態が明確に区
別できるという効果がある。
【００２７】
　さらに、加熱口４を停止状態からスタンバイ状態に切り替えるときは、停止状態時に表
示されている電源スイッチキーを所定時間以上長押ししなければならないようにしている
ので、不用意にスタンバイ状態に切り替わることが無く、安全に使用することが可能にな
る。また、加熱動作中の加熱口４を停止させるには、停止キーに触れるだけで停止するよ
うにしているので、調理物の吹き零れなどに対して瞬時に対応可能になるという効果を奏
する。
【００２８】
　さらに、火力の大小設定や、タイマー時間などの設定は、連続して左右方向に配置した
設置値の表示の上を、横方向になぞるようにスライドさせることにより設定可能なため、
アップ／ダウンキーのように設定に何度もキーを押す必要が無く、操作に係る動作が軽減
されるという効果を奏する。
【００２９】
　さらに、火力や時間設定時のスライド操作方向は右方向へのスライドで火力は大きく、
時間は長く設定するようにしたので、使用者は直感的に操作可能であり、操作性が向上す
るという効果を奏する。
【００３０】
実施の形態２．
　上記実施の形態１では、各加熱口４に対する入力操作と表示について充分な表示スペー
スとその表示内容とを確保するとともに、必要な操作キーを備えるようにしたものである
が、本実施の形態２では、例えば左の加熱口４ａに対する設定内容を、右の加熱口４ｂに
対する設定内容に置き換えるような場合を示す。
【００３１】
　図６はこの発明の実施の形態２に係る誘導加熱調理器の使用者側手前の表示部５と入力
部６及び天板２の一部を示した図である。本実施の形態２における誘導加熱調理器の構成
は、上記実施の形態１で説明した構成と同様であるので説明を省略する。
【００３２】
　つづいて図７を用いて、本実施の形態２の動作を説明する。
　図７はこの発明の実施の形態２に係る誘導加熱調理器の動作を説明する図である。
　いま、図７（Ａ）の状態のように、加熱口４ａに対応する表示部５ａ及び入力部６ａに
より、上述した実施の形態１と同様の動作により、火力『４』の状態で切タイマー時間を
２０分と設定して動作し、残り時間１８分３７秒を計時している状態を示しているものと
する。ここで、使用者が調理の進行具合に応じて鍋を加熱口４ａから加熱口４ｂに移動さ
せるような動作を行う場合について説明する。
【００３３】
　使用者は、切タイマー設定で２０分の計時動作を行っている加熱口４ａの設定、ここで
は火力『４』と切タイマーの残り時間の計時の設定内容を、加熱口４ｂ側の設定内容とし
て置き換えるために、図７（Ｂ）に示すように、加熱口４ａ側の表示部５ａの『切替』キ
ーに触れるとともに、加熱口４ｂ側の表示部５ｂの『電源スイッチ』キーに同時又は所定
時間以内に触れる操作を行う。
　この操作がされることにより、操作制御部９は、加熱口４ａ側の入力部６ａの『切替』
キーの位置に相当するタッチスイッチの静電容量の変化と、加熱口４ｂ側の入力部６ｂの
『電源スイッチ』キーの位置に相当するタッチスイッチの静電容量の変化を検知し、図７
（Ｃ）に示すように、加熱口４ａ側の加熱コイル３に対する加熱制御指令と、表示部５ａ
への表示指令とを、加熱口４ｂ側の加熱コイル３に対する加熱制御指令と、表示部５ｂへ
の表示指令とに置き換える。これにより、加熱口４ａの設定火力の値と切タイマーの計時
残り時間の値とを、加熱口４ｂ側の設定値として設定し、加熱口４ｂ側での加熱を開始し
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、加熱口４ａ側は停止状態へと切り替わる。
【００３４】
　尚、上記説明では加熱口４ａから加熱口４ｂへ各種設定状態を移す動作として説明した
が、加熱口４ｂから加熱口４ａへの設定の移動や、加熱口４ａから加熱口４ｃへの設定値
移動の操作についても同様である。また、設定値の移動に使用するキーを『切替』と『電
源スイッチ』キーを割り当てて説明したが、これに限定されるものではなく、適宜別のキ
ーを設定移動のキーとして割り当てても良い。
【００３５】
　以上のように本実施の形態２では、加熱口４の設定条件を簡単なキー操作で、その設定
条件を移動させることが出来、移動先の加熱口４で改めて火力の設定や、タイマー時間の
設定を行う必要が無く、また調理中に設定動作のため調理を中断する必要が無いため、実
施の形態１の効果に加え、より操作性を向上することが可能になるという効果を奏する。
【００３６】
実施の形態３．
　上記実施の形態１、２では、各加熱口４に対する入力操作と表示について充分な表示ス
ペースとその表示内容を確保するとともに、必要な操作キーを備えるようにしたものと、
各加熱口４の設定値を他の加熱口４の設定値として移動可能なようにしたものであるが、
本実施の形態３では、タッチスイッチ操作用のガイド部材を備えた構成について説明する
。
【００３７】
　図８はこの発明の実施の形態３に係る誘導加熱調理器の構成を示す図である。図８にお
いて、本実施の形態３では、上記実施の形態１又は２の構成に加え、天板２の窓部７に、
即ち各加熱口４の表示部５及び入力部６に対応する位置に、タッチスイッチとそれ以外の
部分とを区分するガイド部材１０を備えている。このガイド部材１０は、使用者がタッチ
スイッチの入力操作をする際のガイドとなるものである。尚、その他の構成は上述した実
施の形態１又は２と同様であるので、実施の形態１及び２で説明した部分については説明
を省略する。
【００３８】
　図９は図８のＡ部分を示した拡大図である。図９においては、加熱口４ｃに対応する表
示部５ｃ及び入力部６ｃに、このガイド部材１０が配置された様子を示している。
　図９に示すように、このガイド部材１０は、使用者が入力操作を行う際に指（例えば人
差し指）の腹を沿わせることが出来るように、凹形状を成すように構成している。また、
ガイド部材１０は、加熱口４ｃの入力部６ｃのうち、両端のタッチスイッチを他のタッチ
スイッチと分けるように隔壁１１及び１２を設ける構造としている。この隔壁１１及び１
２を設けることにより、複数のタッチスイッチのうち、１又は複数のタッチスイッチと、
他のタッチスイッチとを区分することができる。また、他の加熱口４ａ、４ｂに対応する
窓部７における入力部６部分も、加熱口４ｃ部と同様に構成され、図８に示したように、
天板２の使用者側の部分にガイド部材１０として着脱自在に配置されている。
【００３９】
　次にこのガイド部材１０の役割について図９を用いて説明する。使用者が例えば加熱口
４ｃの火力調整を行うために、隔壁１１及び１２間の入力部６ｃに触れた後、右方向にス
ライド操作する場合を想定する。この場合、使用者の指は入力部６ｃ中央部分の５つのタ
ッチスイッチのうちの左端のタッチスイッチに置かれ、その後右方向にスライドする動作
を行う。このとき隔壁１２を備えたガイド部材１０によって、使用者の指は、隔壁１２を
挟んだ更に右側のタッチスイッチに触れることなく、隔壁１１及び１２間の５つのタッチ
スイッチ内へ案内される。また、火力設定のために左側へ指をスライドする場合も隔壁１
１の存在により、隔壁１１よりも左側にある電極に触れることなく、使用者の指は案内さ
れる。
　更に、このガイド部材１０は入力部６ｃ側へ窪んだ構造をしているので、指を窪んだ部
分に沿わせることで、同時に指が入力部６ｃのタッチスイッチに相当する天板２の窓部７
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部分に触れることになり、操作制御部９は入力があったことを検知する。
【００４０】
　以上のように本実施の形態３では、ガイド部材１０を配置したことにより、使用者に入
力部６への入力をし易くし、操作性を向上できるという効果を奏する。
　また、ガイド部材１０は、隔壁１１及び１２を設けているので、実施の形態１又は２で
説明したように、入力部６ｃの左右両端のタッチスイッチには、電源スイッチキーやメニ
ューキーなどの火力や時間の設定とは異なるキーを割り当てているため、火力や時間設定
の際に、誤って電源スイッチキーに触れてしまうといった誤操作を防止することが可能に
なる。
　更に、このガイド部材１０は、天板２に着脱自在に配置されるため、調理によってこの
ガイド部材１０が汚れた場合においても、外して洗浄することが可能であり、誘導加熱調
理器を清潔に保つことが出来る効果がある。
【００４１】
　尚、本実施の形態３においては、両端のタッチスイッチを他のタッチスイッチと分ける
ように隔壁１１及び１２を設ける構成としたが、本発明はこれに限るものではなく、隔壁
を設ける場所は任意の箇所で良い。また、隔壁１１及び１２の何れか一方のみを設けても
も良いし、例えば、入力部６の中央部分に相当する部分に隔壁をさらに設けても良い。
【００４２】
　尚、ガイド部材１０に、例えば、タッチスイッチの操作に対応する表示や操作説明など
を、文字や記号、点字などにより付加又は刻印しても良い。これにより、より操作性を向
上させることができる。
【００４３】
　尚、本実施の形態３においては、上記実施の形態１又は２における透明性を有する窓部
７に、ガイド部材１０を備える場合について説明したが、本発明はこれに限るものではな
く、タッチスイッチを備えた加熱調理器において、タッチスイッチとそれ以外の部分とを
区分するものであれば良く、上記実施の形態１又は２の構成に限るものではない。
【００４４】
　更に、ガイド部材１０は、何らかの操作キーとそれ以外とを区分するものであれば良く
、タッチスイッチに限るものではない。
【００４５】
実施の形態４．
　上記実施の形態３では、天板２にガイド部材１０を備えた場合について説明したが、本
実施の形態４では、ガイド部材１０の一部に線状の突起を設けた構造について説明する。
【００４６】
　図１０はこの発明の実施の形態４に係るガイド部材を示す図である。図１０に示すよう
に、本実施の形態４に係るガイド部材１０は、各加熱口４ａ、４ｂ、４ｃに対応する入力
部６ａ、６ｂ、６ｃの内、各入力部６の中央部分の火力設定や時間設定に使用するタッチ
スイッチに相当する部分をガイドする窪みの部分に、線状の突起１３、１４、１５を備え
ている。またこの線状の突起１３、１４、１５は各入力部の電極が連続配置された部分の
略中央の場所に位置するように設けられている。尚、その他の構成は上記実施の形態３の
構成と同様であるので説明は省略する。
【００４７】
　つづいてこのガイド部材１０に設けた線状の突起の役割について説明する。前述した実
施の形態３と同様の動作により、使用者が入力操作のため、指をガイド部材１０の窪み部
分に沿わせてスライド操作をした場合に、スライド操作可能な範囲の略中央位置に線状の
突起１３、１４、１５があるため、使用者はスライド操作時に突起１３によってスライド
量の略半分であることを認識することができる。
【００４８】
　以上のように本実施の形態４では、ガイド部材１０に、スライド操作可能な量の略半分
の位置に線状の突起１３、１４、１５を設けているため、使用者は大凡のスライド量の把
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握が可能になるとともに、例えば、火力設定の際にその突起１３、１４、１５を目標にス
ライド操作することにより、前述の実施の形態３の効果に加え、加熱口４の出力可能な火
力の約半分の出力設定に素早く設定することが可能になり、より一層使用者の使い勝手を
向上することが可能になる。
【００４９】
　尚、本実施の形態４においては、線状の突起を各入力部の電極が連続配置された部分の
略中央の場所に設ける構成としたが、本発明はこれに限るものではなく、突起を設ける場
所は任意の箇所で良く、複数設けても良い。また、突起はスライド操作時に大凡の位置を
使用者が認識できるものであれば良く、線状に限らず任意の形状で良い。
【００５０】
実施の形態５．
　上記実施の形態４では、ガイド部材１０に線状の突起１３、１４、１５を設けて大凡の
スライド量を把握できるような構成を説明したが、本実施の形態５では、ガイド部材１０
を分割可能な構成にした場合を説明する。
【００５１】
　図１１はこの発明の実施の形態５に係るガイド部材を示す図である。図１１においては
ガイド部材１０を、各加熱口ごとの３つに分割した場合を示している。図１１において、
本実施の形態５に係るガイド部材１０は、各加熱口４に対応するようにガイド部材１０ａ
、１０ｂ、１０ｃに分割可能な状態に構成されている。尚、その他の構成は上記実施の形
態３の構成と同様であるので説明は省略する。また、本実施の形態５では、ガイド部材１
０を３つに分割した場合を説明するが、分割数はこれに限るものではない。
【００５２】
　図１１に示すように、加熱口４ａに対応するガイド部材１０ａには他のガイド部材１０
ｃと連結可能なように連結部１６を備え、同様に加熱口４ｂに対応するガイド部材１０ｂ
は連結部１８を備えている。また加熱口４ｃに対応するガイド部材１０ｃは、ガイド部材
１０ａ及び１０ｂに備えた連結部１６、１８と勘合するように勘合部１７、１９を備えて
おり、連結部１６と勘合部１７とが組み合わされ、そして連結部１８と勘合部１９とが組
み合わさることで、各ガイド部材１０ａ、１０ｂ、１０ｃが連結するようになっている。
【００５３】
　以上のように本実施の形態５においては、ガイド部材１０ａ、１０ｂ、１０ｃは、連結
部１６、１８と勘合部１７、１９とで連結及び分割可能に構成しているので、ガイド部材
１０ａ、１０ｂ、１０ｃが調理の際に汚れた場合においても、用意に洗浄することが可能
になる。
　また一般に誘導加熱調理器の天板２の横幅は６００ｍｍ乃至７５０ｍｍサイズとしてい
ることが多く、そのような誘導加熱調理器に付設するガイド部材１０も天板横幅相当の長
さが必要になるが、ガイド部材１０を分割可能に構成しているため、食器洗浄機など長尺
物の洗浄が困難な場合においても洗浄可能であり、より一層使い勝手を向上することが可
能になるという効果を奏する。
【００５４】
　尚、上記説明では、各ガイド部材１０ａ、１０ｂ、１０ｃの３つを連結する場合を説明
したが、必要により、分割されたガイド部材１０のうち、任意の１つ又は２つのみを設置
するようにしても良い。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】この発明の実施の形態１に係る加熱口を３口有する誘導加熱調理器の天板部分を
示す図である。
【図２】この発明の実施の形態１に係る誘導加熱調理器の内部構造を示した断面図である
。
【図３】この発明の実施の形態１に係る誘導加熱調理器の天板部分のうち一部を拡大した
図である。
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【図４】この発明の実施の形態１に係る誘導加熱調理器の天板２のうち加熱口４ａに対応
する表示部５ａと入力部６ａを拡大して示した図である。
【図５】この発明の実施の形態１に係る誘導加熱調理器の動作を説明する図である。
【図６】この発明の実施の形態２に係る誘導加熱調理器の使用者側手前の表示部５と入力
部６及び天板２の一部を示した図である。
【図７】この発明の実施の形態２に係る誘導加熱調理器の動作を説明する図である。
【図８】この発明の実施の形態３に係る誘導加熱調理器の構成を示す図である。
【図９】図８のＡ部分を示した拡大図である。
【図１０】この発明の実施の形態４に係るガイド部材を示す図である。
【図１１】この発明の実施の形態５に係るガイド部材を示す図である。
【符号の説明】
【００５６】
　１　誘導加熱調理器本体、２　天板、３　加熱コイル、４　加熱口、５　表示部、６　
入力部、７　窓部、８　加熱制御部、９　操作制御部、１０　ガイド部材、１１　隔壁、
１２　隔壁、１３　突起、１４　突起、１５　突起、１６　連結部、１７　勘合部、１８
　連結部、１９　勘合部。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】
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【図１１】
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